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陸　の　緑　閃　光
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山本一渚lssei　Yαnmneoto．

　本誌250號に自分は“緑閃光”のことを書いた∫あれを書いたのは一月の二

三であったと記憶するが，それから聞もなく，田上の第ニド1ムも大略落成し，

器械の手入れや，1いろんな部分品の整頓などやった．時計は地下室に置く筈で

あるが，地下室のセメント塗り作業や，其の他の工事がおくれたので，時計は

二分三階のド1ム内に置くこと玉し，叉，このドーム内に無線を取りつけて，

報時を混くことにした．毎日19時0分目ラヂオの報時も，亦，こsで嘉く．

　ところが，との19時の報時を嘉ぐ前後，ド1ムから窓外を眺めるのが自分の

樂しみの一つであるが，天工が良ければ，春から夏へかけて，日波が實に美し

い．それで四月の末から，出薫るだけ忠實に緑閃光を観察しようと思ひついた．

　田上の三階ドームから見ると，西の方に二連の山回が見える．近い：方は比叡

山から長等山へかけての線であって，途中に一つ大きなコブを見せてみるのは

京都の如意ケ嶽，都ち俗に言ふ“大文字山”である．遠V・方は京都の西山の一L

蓮，帥ち，愛宕山である．地圖の上で距離を測って見ると，田上から比叡山系

までは約16キロ，叉，愛宕山までは約34キロである．何れの山も，既に相當に

近代化されて，昔からの紳就や佛堂のほかに，さまざまな人家などが建ち，昇

降用のケーブル・カi線も設けられてあるから，夜は電燈の灯もよく見える．

（尤も，大ドームの方からは，近隣の松の木が一寸妨げになって，比叡山の延

暦寺附近は見えないが，小ド1ムからは，全部が，何の妨げも無く見える．）

　自分は，こんどの線閃光の観測を始めるまで，愛宕山は有望だろうと二二し

てみたけれど，比叡山の：方は，どうも田上からの距離が近過ぎて，威霊しない

だらうと思ってみた，小さいファインダで眺めて見ると，愛宕山の上にある樹

木は殆んど毒毒し得ないが，比叡山系の方は，樹木の幹だけでなく，枝ぶりま、

で見えるやうな氣がして，甚だ心もとなかった．ところが．下にも記すごどく，

之は全く杞憂であって1比叡山のアウトラインにも緑閃光が立派に見えるもの
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であるこ．とが感取されたのは，楡快である．

　観測は西月29日から始められた．實は，それより鄭〔日前から，毎日，日渡時

の西の室を注意してみたのであるが，天国が悪かったり，層雲があったりして，

太陽が見えかねた．29日はよく暗れたので，どうかと思ひながら，クロノメ’1、

タを讃みつS，肉隈を細くして，日渡を見守ったのであったが，太陽が愛宕山

に入ちうとする2秒ぼど前に，立贋な線色が閃いた．そこで，其の翌日からは，

もっとよく創るために，双眼鏡を用みることにした．30日の日も，西の室がよ

く暗れ，赤い太陽が愛宕山の背後にかくれるまで，立派に見乏た．自分は8倍

の小さい双眼鏡で，第一鯛から第二腸まで眺めつN，クロノメ1タの音を聞い

たのだが，線閃光は2秒時間ばかり標準型のものが見えた．

　五月1日は，淡雲があって，日渡の時刻も，秒までは測りかねた．それから

激日の曇りが績き，それに，族行したりしたものだから，記録は出來なかった

　六月に入って，天候は多少回復したので，’　2，5，9，10，15，16，26日の各日

に，観測を行った。もはや此の時は，太陽の位置がよほど北へ移ってみたもの

だから，日渡時の太陽は愛宕山から比叡山に移ってみたのだが，山上の樹木や，

雲のために，日波が幾何聖哲に行はれす，多少モや々々とした影像で妨げられ

て，緑光が見えながったのは六月9日だけであった．この日は，赤く淡い太陽

像が山にかくれて行く姿が見えたきりである．しかし，その外の場合には，日

波時刻を秒の分数まで正しく測ることが出來，しかも，其の大部分は1秒か，2

秒か，3秒かの，縫績時間の差こそあれ，緑閃光は立派に見えた．只，六月16日

には，太陽が赤色のまXで沈んで了ひ，緑色が見えなかった．或は重れは，山

の向ぴ側，遙かな所に淡雲があったのかも知れなV・．

　この文は正式の研究報告文ではなく，軍なる随筆であるから，あまりくどk

嬉しくは書かないが，とにかく，こうして妬心が過去2ケ月間に試みた観測か

らして；本誌250號に書いた文の一部を訂正しなければならないと感ずるので

ある．それは，線閃光が，“陸＃では，10回のうち，8回までは見えない”とい

ふことである．これは，全く自分が，海上に於ける緑閃光観測の多くを行った

割合ひに，陸上での観測回藪が少なかったからである．勿論，前文にも書いた

通り，海上では良い水細線の條件が屡々與へられるのであるが，陸上に於ては

良い地鎖線が準々獲られない．とにかく，自分は，自己の槻測室内から偶然に

も遠近：さまざまの陸の楽手線を與へられ，極めて自由にニク’月にわたって此の

観測を瞬けたがために，（勿論　今後も，伺ほ，暫くは績けるつもりではある、

が），陸の緑閃光について可なりハツキりした艦験を獲たのである．

　まつ，今日までの維験から，自分が，弓丈を訂正すると共に，結論したいこ

とは，陸上に於いても，天氣さへ良ければ，80パセントまでは（海上と同様）
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緑閃光が見えること，但し，之れには適當な地手線を與へられることが必要で

「田上から比叡山までの16キロの距離は，まつ其の最小限度ではあるまいか？

尤も，樹木の無い禿山ならば，も少し近い距離でも宜いかも知れない．絢，高

度の高い星を観測するのとは違って，地山線上の現象を見るのであるから，雲

霧のなめに．妨げられる頻度の多いことは，畳悟しなければならない．

　自分は，是非，早朝の，日出時の緑閃光問題を解決したいと思ってみる．之

れも，やはり，良い土地と，種々の耐會的弓件に恵まれなければならない．田

上天文嘉では，東方2キロばかりの所に：岩山があるのだが，2キロではいかにも

近過ぎる嫌ひがある．夏，どこかヘキャンプでもして，良い場所を，さがして

見たいものだと思ふ．

　緑閃光なんて，大して軍大な問題でないと思ってみる人があるかも知れない

實際，さうかも知れない．しかし，やはり之れを眞面目に研究して見たならば，

何か目ぼしい結果を獲得するといふものであるかも知れないとも考へられる，

第一は，どこまでも之れを直観的な作用と考へて，人膿の生理機能の研究に多

少の寄與をなし得るとと．第二，之れを地球の大氣の研究に劉する寄與と考へ

ること．第三，之れを二って，太陽の邊縁の研究に關係せしめ，ひいては観測

方法に種々人工的な考察を加へて，皆既日蝕の模造にまで獲捌せしめる可能が・

あるか，ないかとV・ふ黒闇である．勿論，これは緑閃光の“緑”色を狙ってみる

のではなV、が．（六月28日）

　　　　　　　　　　　天文絹「講も瓢藤代曲に

　大東亜の新時代に入ると共に，日本語も之に翻硬しなければならないといふ

聲が，最近，諸：方から聞えて來る．天文用語もsあまり漢語に囚はれないで，

“耳で嘉V・でわかる”言葉に攣へられるべきものが澤山ある．緯度’経度，赤

腐，赤緯，光度，位置，運動，覗差，恒星，遊星，衛星，太陽，攣星など，い

くらでも問題はある．すべて，耳でわかる言葉に攣へるについて，非常に参考

となるのは，ドイツ語の一命用語である．勿論，ドイツ語だつて，ラテン語か

ら借りるより仕：方の無いものもあるけれど，しかし，多くは純粋なドイツ語の

中から採ってみる．屈折をLichtbrechungとして見たり，光度（：叉は等級）を

Gr6sseとしたり，経度をLange，緯：度をBreiteとしたり，赤経をGerade

Aufsteigung，赤緯をAbweichung，3望遠鏡をFernrohr，天文毫をStern・

warte，観察をBeobachtungとしたりして，ラテン語を用みなV・などは，駄

州人としては甚だ思ひ切ったやり：方であるが，吾k日本人の言葉は，ラテン語

やギリシャ聴と全然關係が無い系統であるから，もっと大謄に老へても宜いと

思ふ．一こうした問題については，吾々としては，學界に卒倒して，大に研究

し，取り敢へす“新用語委員會”を作り，叉，新用語のための一覧表や，小融

科書を出した“と思ふ．（山本）　　　　　　　　　　　　　　1


